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活動内容 環境目的 活動計画 取組結果

環境教育に関わるカリキュラムの整備 ○

環境に関わる研究の積極的な取り組み ○

環境に関する講演会の実施 △

地域との連携による環境活動の実施 ◯

法規等に対応する手順の整備 ○

環境活動実施時の役割分担・権限等の明確化 ○

研修の実施 △

必要な作業手順や運用基準等の整備 ○

学外からの意見や苦情等に対応する仕組みの整
備

○

取引先等への協力依頼 ○

実施体制の支援

エコ大学祭の実施 ○

通学に係る環境への負荷の削減 ○

　概ね計画通りに実行す
ることができました。
フォローアップを含めた
学生・教職員への研修
を、充実させていきたい
と思います。環境関係法
規においても、常に最新
情報を入手するととも
に、遵守するように努め
ていきます。

（　取り組んでいる・・・・・○　　さらに取組が必要・・・・・△　　取り組んでいない・・・・・×　）
取組期間（2023年4月～2024年3月）の環境活動計画及び取組結果を以下に示す。

啓
発

環境に関する啓発 環境に関する啓発ポスター等の作成、掲示

評価及び今後の対応

　計画通りに実行するこ
とができました。環境教
育に関する科目も充実し
ています。
　今後も環境関連科目の
更なる充実を図るととも
に、研究分野においても
積極的に取り組んでいき
ます。
　公開講座には環境に関
する講座はありませんで
した。
　大学入門講座には環境
に関する講座が5つ開講さ
れ、多くの高校生が受講
しました。
　今後も環境に関する講
座やイベントを積極的に
開催するよう関連部署に
周知していきます。

学
生
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
る

環
境
活
動

学生参画の推進

○

　計画どおりに取り組む
ことができました。リー
フレットや学内ポータル
の掲示で環境に関する啓
発を行うことで、学生や
教職員の省エネへの意識
向上につなげ、更なる省
エネ徹底を図ります。

環
境
教
育
・
研
究
・

環
境
保
全
活
動
等

地域社会との連携

環境教育・研究等

実施体制の整備等

環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築

　概ね計画どおりに取り
組みました。学生へのエ
コドライブ推進を図るた
め、エコドライブ10の学
内掲示板への掲載を行い
ました。
　大学祭では学生環境委
員会が主体となって、ご
みの分別を行い、環境に
配慮しながら処理しまし
た。
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№ 項目 関係法令名 遵守状況

大気汚染防止法 ○

水質汚濁防止法 ○

浄化槽法 ○

下水道法 ○

土壌汚染対策法 ○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

悪臭防止法 ○

地球温暖化対策の推進に関する法律(地球温暖化対策法) ○
エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律(省エネ法) ○
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
(フロン排出抑制法)

○

生物多様性基本法 ○

リサイクル 資源の有効な利用の促進に関する法律(資源有効利用促進法) ○

・ 食品循環資源の再利用等の促進に関する法律(食品リサイクル法) ○

廃棄物 特定家庭用機器再商品化法(家電リサイクル法) ○
使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
(小型家電リサイクル法）

○

使用済自動車の再資源化等に関する法律(自動車リサイクル法) ○
建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(建設リサイクル法) ○
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律
(PRTR法) ○

毒物及び劇物取締法（毒劇法） ○

高圧ガス保安法 ○

環境基本法 ○

循環型社会形成推進基本法 ○

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(グリーン購入法) ○
環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に
関する法律(環境配慮促進法)

○

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（環境教育等促進法） ○

沖縄県生活環境保全条例 ○
■環境関連法令等の遵守状況の確認結果
　沖縄国際大学に関係する主な環境関連法令等の遵守状況は、上記の通りです。
  遵守状況は定期的にチェックしており、環境関連法規の要求事項について適正な点検、届出等、遵法性の確認を
　行いました。

　2024年3月現在、環境関連法規を遵守し、法律違反はありません。
  また、本学開学以来、関係機関からの環境に係る指摘、苦情、訴訟等はありません。

■環境関連法令等の違反、訴訟等の有無

1 公害対策

2 地球環境

3

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法)
施行令及び施行規則の一部改正に関する省令（水銀廃棄物関係）

○

4 化学物質

5 環境一般

１２.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

27









ゴミ





全体評価

1　環境負荷の低減について

2　環境教育・研究・地域連携について

3　環境経営システムについて

4　環境方針の実現について

5　環境に関する法規等の遵守について

6　環境方針、環境活動の公開について

　

沖縄国際大学
理事長　安里　肇

　琉球諸島の自然環境に共生し、持続可能な循環型社会の構築に寄与する人材を育成することが本学の使命の一つで
あります。その使命を果たすために、環境マネジメント体制を構築し、自然環境や地域社会の特性等に配慮しながら
教育研究活動に伴う環境負荷の低減に努め、地域との連携・共生を図り、社会的責任を担うべく様々な方策を模索
し、計画の策定、実施、確認、評価・見直しにより、学内外の環境問題に適切に対応していくよう努めてまいりまし
た。
　しかしながら、未だ取り組むべき課題も多く、環境方針の基本理念に沿って環境マネジメントを一層強化していき
ます。そして今後も、大学独自の環境保全活動の取り組みに向け邁進してまいります。
　以下、環境方針等に沿った評価と見直しについてまとめます。

　環境方針、環境活動の公開については、環境活動レポートやホームページ上で公開しています。今後も環境方針や
環境活動を学生、教職員、一般社会へ公開していくよう努力してまいります。

　環境経営システムについては、有効に機能していると評価しておりますが、今後も全構成員が理解度を深めるた
め、周知活動はもとより研修会の実施も継続していきます。今後も、PDCAサイクルを通じて実施体制を強化し、環境
負荷低減に取り組んでいきます。

　今後もPDCAサイクルに則って見直しを行いつつ、計画的に活動を実施していきます。また、大学の環境経営マニュ
アルと環境方針に沿い、明確な目的・目標を設定し、取り組んでいきます。加えて、地域社会へ本学の環境活動の周
知を徹底します。

　適用する環境関連法規等については、今後もしっかり遵守していくと同時に、法規等の制定や改定に備え、日頃よ
り注意を払います。

　中長期環境目標及び実績を見ると、電力、灯油、ガソリン、軽油、用紙の使用量および産業廃棄物の排出量の6項
目が前年度に比べて減少しており、いずれも目標を大幅に上回る数値を達成しています。一方、LPガスの使用量、水
資源使用量、一般廃棄物の排出量、用紙類のグリーン購入率の4項目が目標を達成できませんでした。全体としては
環境負荷は低減されていると評価しています。LPガスの使用量増加については、コロナ禍が落ち着いてセミナーハウ
スの利用状況が増加した事が原因です。水の使用量の増加と一般廃棄物の排出量の増加は、厚生会館のリノベーショ
ン工事に伴う水の使用および備品等の処分が原因だと考えられます。今後もリユースやリサイクルに努め、ごみの排
出の減少に取り組みます。グリーン購入率を上げるため、グリーン購入法に対応している製品の購入に向けて検討を
進めてまいります。
　学内での会議資料や講義資料等における用紙の利用抑制を進め、メールやポータル等の活用やペーパーレス化、さ
らにDXを推進し、さらなる環境負荷の低減に取り組んでまいります。

　環境教育については、カリキュラムに環境に関する科目を多数開設しています。環境に関する研究については地域
環境政策学科の教員を中心にして、複数の教員が取り組んでいる状況です。
　昨年度は地域社会との連携としての取組である社会人向けの学外講座には環境に関する講座はありませんでした
が、高校生向けの大学入門講座では環境に関する講座が5科目開講され、多くの高校生が受講しました。
　今後も環境教育や環境に関する研究に取り組みつつ、地域社会へ還元する活動を展開し、地域との連携を一層強化
してまいります。

１５．代表者による全体評価と見直しの結果
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